
甲府市では、総合的かつ計画的に行政運営を進めるための指針として、昭和45年に「甲府
市総合計画」を策定して以来、五次にわたり総合計画を策定してきました。
平成18年度に策定した「第五次甲府市総合計画」では、平成27年度を目標年度として、「人
がつどい　心がかよう　笑顔あふれるまち・甲府」を目指すべき都市像とし、その実現のため、
「住んでよかった」「来てよかった」と思えるまちづくりに向けて諸施策を推進してきました。
この間、社会経済環境は、人口減少・少子高齢化や経済のグローバル化などが進み、それによ
る都市の活力の維持や安定的な行政サービスの提供に及ぼす影響が懸念されています。また、自
然災害に対する備えなど暮らしの安全・安心対策や持続可能な社会の形成に向けた地球環境問題
への対応などに積極的な取組が求められています。
甲府市においても、こうした時代の潮流を的確に捉える中でまちづくりを進めなければなりま
せんが、特に人口減少への対応は、全国の多くの自治体同様、喫緊の課題となっています。現在
進められている、リニア中央新幹線の建設、中部横断自動車道や新山梨環状道路の整備などの大
規模なプロジェクトを最大限活用し、都市基盤の整備はもとより、雇用を創出してまちの活力の
源である定住人口を確保し、今後の発展へとつなげていく必要があります。
更に、より自主性、自立性を発揮し、市民サービスの向上を図るための中核市※への移行や近
隣市町との結びつきを深め、圏域全体の活性化を図るための広域連携への取組も重要な課題と
なっています。
こうした状況を踏まえ、甲府市が目指す将来の姿とそれを実現するための目標を明らかにし、
環境の変化に的確に対応しながら計画的に施策を推進するため、市政運営の指針として、「第六
次甲府市総合計画」を策定するものです。

甲府市総合計画の変遷

第
一
次

甲府市総合計画（昭和45年度～昭和52年度）

都市像　魅力ある文化都市

第
二
次

甲府市新総合計画（昭和53年度～昭和62年度）

都市像　うるおいの心でむすぶ私たちのまち・甲府

第
三
次

第三次甲府市総合計画（昭和63年度～平成8年度）

都市像　明日をひらく健康都市・甲府

第
四
次

新甲府市総合計画（平成9年度～平成18年度）

都市像　人と自然に優しさあふれるまち　甲府

第
五
次

第五次甲府市総合計画（平成18年度～平成27年度）

都市像　人がつどい　心がかよう　笑顔あふれるまち・甲府

1 計画策定の趣旨

3第六次甲府市総合計画


